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場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ http://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト http://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 

５月31日現在（敬称略）
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古
川
町
〕

岩
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宮
三
丁
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砂
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志
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（
94
）

洞
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弐
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正
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本
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森
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義
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上
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岡
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裟
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岡
町
〕
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）

溝
口　

た
つ　
　

小
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（
上
小
萱
）		

（
97
）

小
森　

た
か　
　

東
雲　
（
西
野
町
４
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）
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２
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）
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２
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）
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漆
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漆
山
１
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光
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（
上
今
１
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（
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）
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（
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川
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（
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谷
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外
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西
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西
５
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米
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町
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馬
５
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く
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麻
生
野
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奥
麻
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『
交
通
安
全
俳
句
』

長の
ど
か閑
さ
に
　
ベ
ル
ト
忘
る
な
　
田
舎
道

飛
騨
神
岡
高
校
２
年　

田
口　

真
弥
さ
ん

［
解
釈
］

　

自
然
が
多
い
こ
の
地
方
。
田
畑
の
中
を
悠
然
と
走
る
車
が

浮
か
び
ま
す
。
し
か
し
、
交
通
量
が
閑
散
な
こ
と
で
気
が
緩

み
、
思
わ
ぬ
事
故
が
起
き
る
も
の
で
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

必
ず
し
め
、
気
を
引
き
締
め
て
周
り
を
よ
く
見
て
運
転
し
て

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飛
騨
警
察
署
交
通
課
長

お

悔

み

ご

寄

付

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
〕（
４
月
１
日
～
４
月
30
日
）

　

平
田　

昭
浩　
　

様　
（
岐
阜
県
）	

金　

三
万
円

　

田
中　

悟　
　
　

様　
（
兵
庫
県
）	

金　

十
万
円

　

安
田　

雅
章　
　

様　
（
滋
賀
県
）	

金　

十
万
円

　

関
谷　

久
雄　
　

様　
（
千
葉
県
）	

金　

五
万
円

　

西
嶋　

一
晃　
　

様　
（
京
都
府
）	

金　

一
万
円

　

北
村　

伸　
　
　

様　
（
新
潟
県
）	

金　

十
万
円

　

北
島　

克
己　
　

様　
（
神
奈
川
県
）	

金　

二
万
円

　

横
山　

善
司　
　

様　
（
東
京
都
）	

金　

十
万
円

　

古
橋　

智
保　
　

様　
（
神
奈
川
県
）	

金　

一
万
円

　

大
島
ひ
ろ
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様　
（
東
京
都
）	

金　

五
万
一
千
円

　

久
米　

將
央　
　

様　
（
東
京
都
）	

金　

一
万
円

　

竹
内　

和
久　
　

様　
（
神
奈
川
県
）	

金　

一
万
円

　

長
田　

信
夫　
　

様　
（
神
奈
川
県
）	

金　

三
万
円

　

丹
羽　

憲
司　
　

様　
（
岐
阜
県
）	

金　

一
万
円
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リンゴを通してふるさとを学ぶ
５月12日（木）　黒内果樹園

古川西小児童が摘花体験

摘花作業を行う児童

　古川西小学校の３年生児童51人は５月12日、古川町の黒
内果樹園でリンゴの摘花作業を体験しました。
　これは同校が行うふるさと体験学習の一環で、収穫までの
中で間引きや摘果などの作業を体験します。
　今年度１回目となったこの日は、児童が６グループに分か
れ、それぞれのグループで「陽光」という品種の木を１本ず
つ摘花作業を行いました。
　指導に当たった花岡達博さんは「児童は楽しみながら作業
してくれた。秋の収穫まで楽しみながら農業を体験し、学んで
ほしい」と話していました。

日頃の感謝を込めて
５月７日（土）　かわいスキー場

ＦＣ岐阜コーチが園児に指導
５月12日（木）　旭保育園

サッカー教室「おじゃましマッスル」

４団体が清掃奉仕

市長も参加し、子どもたちとゴミを拾いました

サッカー教室の様子

　ＦＣ岐阜の地域貢献活動「おじゃましマッスル」が旭保育
園で行われ、ＦＣ岐阜のコーチ２人が指導し園児らとサッ
カーでふれあいました。
　この教室は、サッカー競技の普及や県内の子どもたちとの
交流を目的として行われ、今年で７年目を迎えます。
　園児らは園庭で体操やボールを使ったウォーミングアップ
を行った後、ミニゲームなどを楽しみました。園児たちは夢中
でボールを追いかけ、全員でサッカーを楽しんでいました。

　かわいスキージュニアや古川スキージュニアなど４団体は
５月７日、河合町の飛騨かわいスキー場で清掃活動を行いま
した。
　４団体は練習等で利用するスキー場に日頃の感謝を込め
て、９年前から毎春に清掃活動を実施しています。
　この日は、小学生の団員や保護者、都竹市長ら114人が参
加し、ゲレンデや駐車場などで空き缶やタバコの吸い殻など
のゴミ計約27㌕を拾い集めました。

安全・安心への意識を高める
５月13日（金）　増島保育園、16日（月）古川西小

飛騨警察署の指導で交通安全教室

手を上げて横断歩道を渡る練習をする園児

　飛騨警察署は市内の保育園や小学校で交通安全教室を開
きました。
　５月13日には増島保育園に同署の警察官３人が訪れ、同
園の全園児を対象に交通安全教室を行いました。教室では
交通ルールについてわかりやすく説明したアニメを見た後、
園庭に設置された信号付の横断歩道で、正しい渡り方などを
確認しました。園児らは警察官の指導の下、渡る前に左右を
しっかりと確認し、手を上げて横断歩道を渡るなど、交通安
全について学びました。

特
集

～飛騨から世界を望み、地域社会の持続可能な発展に貢献する～

岐阜県立 吉 城 高 等 学 校
お問い合わせ
岐阜県立吉城高等学校
℡0577-73-4555

き
め
の
細
か
い
指
導
で
進
路
希
望
を
実
現
！

平
成
２７
年
度
進
路
実
績（
主
な
合
格
先
）み
ん
な
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

　
吉
城
高
校
は
、
落
ち
着
い
た
学

習
環
境
の
中
、
先
生
方
の
温
か
く

熱
心
な
指
導
に
よ
り
、
３
年
間
で

生
徒
の
力
を
確
実
に
伸
ば
し
ま

す
。希
望
の
進
路
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
将
来
、
世
界
で
も
活
躍
で

き
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
有
為
な
人
材
を
育
て
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
始
動
し
た
Y
C
K

（
吉
高
地
域
キ
ラ
メ
キ
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、地
域
と
連
携
し
て
生
徒
の

「
社
会
力
」を
育
て
る
試
み
で
す
。

①
地
域
の
祭
事
や
伝
統
行
事
に
生

徒
、
教
員
が
積
極
的
に
参
加
、
協
力

し
ま
す
。

②
飛
騨
市
や
教
育
委
員
会
、
小
中

学
校
、
特
別
支
援
学
校
そ
の
他
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
の
発
展

に
貢
献
し
ま
す
。

③
東
京
大
学
、
東
北
大
学
等
の
研

究
機
関
と
連
携
し
、
理
数
教
育
の

質
を
高
め
ま
す
。

④
地
域
連
携
の
活
動
を
踏
ま
え
、

ユ
ネ
ス
コ
が
進
め
る
持
続
可
能
な

社
会
の
担
い
手
を
育
む
「
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
」
へ
の
加
盟
申
請
を

行
い
ま
す
。

　
今
後
の
吉
城
高
校
の
活
躍
に
是

非
ご
期
待
下
さ
い
！

吉城高等学校
校長  鈴木  健

現代フォーラムの様子 小学生とサイエンス教室藤まつりでお茶会

古川祭で英語観光ガイド古川駅で清掃奉仕活動

企業 公務 専門 医専 短期大学 私立大学 国公立大学

11

計 13名 計３ 計 23 計 13 計 22名 計 97名 計 18名

地元高校は地域の活力！

４

吉城高等学校ホームページ
http://school.gifu-net.ed.jp/yosiki-hs/

QRコード
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宇宙科学最先端のまちづくりへ前進
５月15日（日）　神岡町

河野行革大臣がスーパーカミオカンデを視察

河野大臣（左）に要望書を手渡す都竹市長

　河野太郎行政改革担当大臣が５月15日、神岡町のスーパー
カミオカンデや大型低温重力波望遠鏡（ＫＡＧＲＡ）などの
視察を行いました。
　これは政府の「明日の日本を支える観光ビジョン」に基づ
き、国の施設の開放が決定されたことを受け、行われたもの
です。この日は、都竹市長らも参加し、河野大臣とともに、施
設の視察を行いました。
　視察の中では、要望書の提出も行われ、地元である神岡町
の設備の改善などについての要望書を都竹市長が河野大臣
に手渡しました。

国保特定健診の受診率向上へ
５月13日（金）　ＪＲ飛騨古川駅前

公共交通機関で受診をＰＲ

セレモニーを行った市長と保健師ら

市長室で委嘱交付を受けた前原さん（左）

わらび粉で新たな活力を
５月16日（月）　市長室

飛騨市地域おこし協力隊委嘱状交付式

　飛騨市地域おこし協力隊として地域振興に取り組む前原
融（とおる）さんへの委嘱状の交付が５月16日、市長室で行
われ、小倉副市長から前原さんに委嘱状が交付されました。
　群馬県出身の前原さんは、４月から神岡町の山之村地区に
移住し、同地区に自生するワラビの地下茎からわらび粉を生
産しています。「飛騨のわらび粉は本当に魅力がある。販売に
も手応えを感じている」と話す前原さんは、わらび粉の生産・
販売を行いながら、トマトやホウレンソウ、寒干し大根の生産
農家の支援も行い、地域の活力につなげます。

募金は日赤を通じて被災地へと送られます

みんなの気持ちを被災地へ
５月16日（月）　ハートピア古川、神岡振興事務所

市内の小中学生が義援金を寄付

　熊本地震の復興に役立ててもらおうと、市内の小中学生
が募金活動を行い、集めた義援金を市に届けました。
　古川小学校では、児童運営委員会が校内で呼びかけを行
い、15万6655円を集めました。この日は同委員会の４人が
ハートピア古川を訪れ、職員に募金を手渡しました。
　神岡中学校では、生徒会が中心となって、生徒や保護者、
教職員らにも協力を呼びかけました。集めた12万485円は生
徒会長ら５人が神岡振興事務所に届けました。

　市は５月13日、ＪＲ飛騨古川駅で国民健康保険特定健診
の受診啓発セレモニーを行いました。
　同健診は40歳～74歳の方が対象です。市の受診率は60％
以上で、平成26年度には同規模自治体の中で全国トップでし
たが、平成27年度には全国２位となる見込みです。受診率を
高め、生活習慣病の発症や重症化を予防し、健康寿命の延
伸を目指そうと公共交通を使用した広報活動を行います。
　市長は「今年の目標は全国トップ奪還。市民の皆さんがあ
んきに暮らせるよう、受診の呼びかけなどをしていきたい」と
話していました。



特
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男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

は
、
現
代
社
会
や
市
が
抱
え
て
い

る
様
々
な
問
題
へ
の
対
応
と
い
う

観
点
か
ら
非
常
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

人
口
減
少
へ
の
対
応

　
人
口
減
少
の
進
行
は
、
地
域
の

経
済
成
長
を
は
じ
め
、
社
会
保
障

の
負
担
の
増
大
、
地
域
の
活
力
低

下
な
ど
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
の

た
め
に
は
、
性
別
や
年
齢
に
関
係

な
く
多
様
性
を
認
め
あ
い
、
み
ん

な
で
支
え
あ
う
仕
組
み
が
必
要
で

す
。

女
性
の
社
会
進
出

　
全
国
的
に
働
く
女
性
の
６
割
が

第
一
子
出
産
を
機
に
離
職
す
る
と

い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
仮
に
離
職
し
て
い
る
６
割
の
女

性
の
う
ち
、
仕
事
を
続
け
た
い
女

性
が
離
職
し
な
い
で
す
む
よ
う
に

な
れ
ば
、
市
内
の
労
働
力
の
確
保

に
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で

す
。男
性
の
強
み
、
女
性
の
強
み
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を

活
か
し
つ
つ
、
女
性
の
社
会
進
出

に
つ
い
て
社
会
が
受
け
と
め
る
し

く
み
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

高
齢
化
の
進
行
に
備
え
て

　
市
の
人
口
の
約
３
分
の
１
が 

65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。今
後
、
更

に
高
齢
化
が
進
行
す
れ
ば
、
家
族

の
介
護
に
携
わ
る
人
は
、
男
女
関

係
な
く
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。つ
ま
り
、「
男
性
は
仕
事
、

女
性
は
家
庭
」
と
い
う
体
制
で
は
、

男
性
も
女
性
も
介
護
を
行
う
と
い

う
時
代
が
き
た
と
き
に
対
応
し
き

れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
一

人
ひ
と
り
の
男
女
が
性
別
に
関
わ

り
な
く
、
個
人
と
し
て
、
尊
重
さ

れ
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
で
す
。

　「
男
性
だ
か
ら
」「
女
性
だ
か
ら
」

と
い
う
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

は
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
も
の
の
、
未
だ
解
消
さ
れ
て
い

な
い
場
面
も
あ
り
ま
す
。身
の
ま

わ
り
で
性
別
を
理
由
に
仕
事
や
生

き
方
を
決
め
ら
れ
て
不
快
な
思
い

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
実
際
に

生
活
の
中
で
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

男
女
共
同
参
画

　
　
　
社
会
っ
て
な
に
？

ど
う
し
て
男
女
共
同
参
画
が

　
　
　
　
　
　  

必
要
な
の
？

▲㈱飛騨ダイカスト企業内研修「職場や家庭のコミュニケーション研修」（H25「岐阜県子育て支援エクセレント企業」認定）

〜
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。男
女
で
サ
ン
カ
ク
。社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。〜

市
で
は
、第
２
次
飛
騨
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
策
定
し
、誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。毎
年
、
６
月
23
日
〜
29
日
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。あ
な
た
の
身
近
な
場
面
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

２

「
男
女
共
同
参
画
」を
考
え
る
。
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藤の花と春を楽しむ
５月22日（日）　安望藤園（気多公園）

復活！安望藤園　藤まつり

藤棚の下でポーズをする和服モデル

　市と飛騨信用組合、古川町商工会は５月 22 日、古川町の
気多公園にある安望藤園で藤まつりを開きました。
　藤まつりは、一昨年の雪害で倒壊した藤園の藤棚が庭園と
併せて再整備され、その安望藤園の復活を祝い行われまし
た。
　今季は暖冬などにより開花が早く、藤棚の藤は終盤となっ
ていましたが、晴天に恵まれ多くの市民で賑わいました。
　会場では、地元特産のバザーや和太鼓、バンド演奏、吉城
高校茶道部のお茶会なども行われました。
　また、撮影会も行われ、カメラマンたちは藤棚と着物モデ
ルのコントラストを写真に納めていました。

セブン-イレブンと地域の見守りを
５月19日（木）　市役所

地域生活支援に関する協定書調印式

協定書を手にする都竹市長と稲垣さん（左から２人目）

村上先生のお話を熱心に聞く参加者

薬草は飛騨市の宝物
５月28日（土）・30日（月）　古川町内

飛騨市薬草活用勉強会

　薬草を活用した健康づくりとまちづくりについて学ぶ飛騨
市薬草活用勉強会が５月28日と30日、市役所などで開かれ
ました。
　この勉強会は、市とNPO法人薬草で飛騨を元気にする会
（北平嗣二会長）が市民の皆さんに「薬草」という市の貴重
な地域資源について学んでもらおうと毎年開催しています。
　28日は、崇城大学薬学部（熊本市）の村上光太郎教授に
よる基調講演が行われ、夜には薬草を使った料理交流会が
行われました。
　30日は、飛騨地域に自生する薬草について学ぶワーク
ショップやアルプス薬品工業（株）の生薬標室を見学するな
ど植物の薬効や活用方法などについて学びました。

新緑の中トレッキングを楽しむ参加者

春の旬を満喫
５月28日（土）　神岡町伏方

飛騨流葉トレッキング

　新緑の流葉山を散策し、山菜採りを楽しむ「第14回飛騨
流葉トレッキング」が５月28日、神岡町の流葉山周辺で行わ
れました。
  さわやかな新緑の中、森林浴や山菜採りを楽しんでもらお
うと、地元住民でつくる「飛騨流葉数河カントリーウオーク
運営委員会」が開き、今年で14回目。
  当日は、市内外から32人が参加し、宮川町のタンナカ高原
から流葉山山頂を経て、出発地点の流葉温泉に戻る８㌔の
「雲の上水源の森コース」を歩きました。
  参加者は新緑が鮮やかなブナの原生林をゆっくり散策し、
タケノコやワラビなどの山菜採りも満喫しました。

　市内に初出店した「セブン - イレブン飛騨古川町是重店」
と市は宅配サービス時に情報提供などを行う地域生活支援
に関する協定を締結しました。
　この日市役所では調印式が行われ、同店オーナーの稲垣
由希子さんと市長が山中和紙で作った協定書に署名押印し
ました。
　稲垣さんは「地域とのふれあいを大切にした店舗作りを
行っていきたい」と話し、市長は「地域貢献型のコンビニとし
て、良いモデルとなり、波及してほしい」と話していました。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます


